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大
正
五
年
か
ら
同
十
一
年
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た

『
歴
代
風
俗
写
真
集
』（
芸
艸
堂
）
全
十
七
冊
を
一
冊
に
ま
と
め
た

待
望
の
復
刻
版

　

本
書
に
収
録
さ
れ
た
写
真
は
、
大
正
五
年
か
ら
同
一
〇
年
に
か
け
て
実
施

さ
れ
た
扮
装
写
生
会
の
様
子
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
時
系
列

で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
製
本
は
、
美
術
書
出
版
を
手
掛
け
る
芸
艸
堂

が
担
い
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
の
和
装
本
と
し
て
、
大
正
五
年
か
ら
同
一
一
年

に
か
け
て
第
一
輯
か
ら
第
一
七
輯
を
発
行
し
て
い
る
。
第
六
輯
以
降
は
江
馬

の
解
説
に
加
え
、
第
三
高
等
学
校
教
授
の
瀧
川
規
一
に
よ
る
英
語
翻
訳
が
付

い
て
お
り
、
国
際
的
な
展
開
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
七
輯
は
、
研
究
会
が
大
正
七
年
に
平
安
神
宮
で
行
っ
た
大
鎧
着
初
式
の
様

子
を
全
編
に
わ
た
っ
て
収
録
し
て
い
る
。
甲
冑
を
身
に
ま
と
っ
た
会
員
等
の

雄
姿
は
、
確
か
な
時
代
風
俗
考
証
に
基
づ
い
て
い
る
だ
け
あ
り
臨
場
感
が
あ

る
。
本
書
は
第
一
七
輯
を
も
っ
て
終
刊
と
な
る
が
、
跋
文
が
な
い
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
予
定
さ
れ
た
完
結
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
大
正
一
三
年
に
は
後
継
と
な
る

『
歴
世
風
俗
印
画
集
』
を
発
行
し
て
い
る
。

　

江
馬
の
時
代
風
俗
考
証
は
、
有
職
故
実
の
知
識
に
基
づ
く
正
確
さ
と
ビ
ジ

ブ
ル
な
点
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
は
本
書
を
通
じ
て
初
め
て
世
に
知
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
や
が
て
江
馬
は
時
代
劇
映
画
の
時
代
考
証
に
係
る
ブ
レ
イ

ン
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
り
、
社
寺
に
お
け
る
祭
礼
や
年
中
行
事
の
考
案
や
指

導
を
依
頼
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
研
究
成
果
は
広
く
社
会
に
受

容
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
の
礎
と
な
っ
た
の
が
先
述

し
た
扮
装
写
生
会
で
あ
り
、
そ
の
成
果
と
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
収
録
し
て

い
る
の
が
本
書
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
京
都
画
壇
に
足
跡
を
残
す
画

家
や
近
代
日
本
画
史
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
者
た
ち
の
教
養
や
制
作
活
動

に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

本
書
は
、
日
本
の
風
俗
史
や
美
術
史
を
識
る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
書
物
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
江
智
洋
（
日
本
風
俗
史
学
会
会
員
）

復
刻
に
あ
た
っ
て
の
解
説
よ
り
抜
粋

収録写真例
①幕末女官外出姿　武家大礼装　平安朝の山法師

②懸想文売　鎌倉時代武士甲冑姿　徳川初代遊女姿

③江戸中期廓通ひの風俗　享保時代上流女装　

④鎌倉時代下級武官の正装　江戸中期美人打砧の姿　南北朝時代武将小具足姿

⑤大和万歳の風俗　江戸時代中期婦人旅装　雛祭の風俗

⑥鎌倉時代大鎧の風俗　小松谷正林寺献灯会の風俗　今宮やすらひ祭の風俗

⑦大鎧著初式　

⑧平安末期公卿衣冠の風俗　江戸時代末婦人風俗

⑨平安朝武人略装　徳川季世より明治初年に至る間京都に流行したる女子の髷　鎌倉時代の童子の風

⑩鎌倉時代武士狩装束　虚無僧の風俗　白拍子の風俗（その一）　

⑪子の日の小松引の風俗　白拍子の風俗（その二）　

⑫賀茂御蔭祭の舞人の姿　江戸中期雨中の男子姿　中世女子外出姿　狂言「貰い婿」の風俗

⑬上古の男子の風俗　江戸時代中期遊女蛍狩の姿　狂言「清水」の風俗

⑭江戸時代武家大礼装　戦国時代戦士の風俗　桃山時代の婦人風俗

⑮平安朝初期の風俗を有せる太秦神像　天平時代婦人略装　鎌倉時代童子竹馬遊の風俗　室町時代下僕の風俗

⑯大覚寺蔵後宇多法皇御輿　鎌倉時代武士風俗　鎌倉時代雑兵の風俗　享保頃の花見美人の風俗　

⑰大覚寺蔵光格天皇の御小直衣　江戸時代前期の奴姿　江戸時代中期娘姿　狂言煎じ物売の風俗
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「電子書籍版」もあります（※「Maruzen eBook Library」「KinoDen」「EBSCO eBooks」に搭載）



日本の風俗史や服飾史を識るうえで欠くことのできない貴重な書物

江馬務 略年表

●『歴代風俗写真集』（全 17 冊、風俗研究会編、江馬務解説、芸艸堂、大正 5年～ 11 年）を１冊にまとめ復刻。

●確かな時代風俗考証に基づいた調度や背景など、モデルだけでなく舞台セットなど空間の演出にもこだわったリアルな再現写
真を収録。さらに調べやすくするために、新たに目次と写真一覧を付与。

●江馬務の解説に加え、第三高等学校教授の瀧川規一による英語翻訳付き（６輯以降）。

●結髪や化粧、衣装、小物など詳細な解説により、白黒写真では分かりにくい点も理解が可能。

風俗史家 江馬務の
時代風俗考証の成果と魅力を余すことなく収録

▲江戸時代享保頃の花見美人　　 ▲享保頃の花見美人の風俗　解説（英語）　 ▲享保頃の花見美人の風俗　解説

風俗史の研究はひとえに口耳或は文字に訴へて行は
れ得るものに非ず。進んで各種服飾及びその着用法、
調度及びその取扱法等の実物研究写生の機関を設け、
歴代各種扮装、調度器具の故実習慣、典礼作法に至
るまで古書に拠り古老に説ひて之れを研究し、他日
其の真を失はざらむことを努めつつあり。
（風俗研究会同人　歴代風俗写真集序 より抜粋）

明治 17 年
明治 44 年

大正元年

大正 4年

大正 5年
大正 5年

大正 10 年

昭和 6年
昭和 31 年
昭和 50 年

昭和 54 年

江馬務、京都市下京区に生まれる
風俗研究会、京都で発足。有職故実を風俗史学として開拓。
往事は 600 余人の会員を擁した
江馬務、京都市立絵画専門学校（現・京都市立芸術大学）
講師に就任。画学生を指導

第 1回扮装写生会（扮装実演会）を建仁寺両足院で開催。
江馬による時代風俗考証に基づいて、モデルが古代から
現代に至る各時代の様々な立場の人物姿に扮装し、それ
を会員の画家が写生するというものであった。画家に
とっては時代風俗考証の知識が得られるばかりでなく、
写生技術の研鑽を積む絶好の機会となったようであり、
参加者数は多い時で数百名にのぼった。江馬がモデルと
なって公卿束帯姿に扮装したという。常連参加者の中に
は、上村松園や伊藤小坡といった京都画壇を担う顔ぶれ
のほか、有職故実の大家であった関保之助等がいた。ま
た、扮装の様子は専属カメラマンを務めた山本湖舟や中
江山花によって撮影された。

風俗学会の機関誌「風俗研究」発刊
『歴代風俗写真集』1～ 17（風俗研究会編、江馬務解説
芸艸堂　大正5－11年）刊行開始
『日本風俗沿革図説』（山本文華堂　大正10－昭和4年）
刊行
『正・続歴代風俗写真大観』（新光社　昭和 6年）刊行
『図説日本風俗史』（誠文堂新光社　昭和 31年）刊行
『江馬務著作集　全 12巻・別巻 1巻』
（中央公論社　1975－1982）刊行開始
江馬務、心不全により逝去。享年 94歳

『江馬務著作集』 全 12 巻・別巻 1巻
（中央公論社 1975-1982）

未掲載の写真を収録

江馬 務　えま・つとむ （1884-1979）
風俗史家、京都女子大学名誉教授、風俗博物館名誉館長。京都市生まれ。京都帝国大学文科大学史学科卒。有職故実を風
俗史学として開拓。また溝口健二監督「元禄忠臣蔵」など、映画やテレビ、時代祭の時代考証家としても活躍。

今回新たにキャプションを付与
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